
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
着
す
る
一
考
察

山

本

捨

一
一

一
　
イ
メ
ー
ジ
の
．
仙
特
性

豆
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ

皿
　
イ
メ
τ
ジ
の
糎
戸
類

W
　
現
代
紳
詩
の
流
派
四
と
イ
メ
ー
ジ

1

イ
メ
ー
ジ
の
特
性

　
今
日
現
代
詩
に
お
い
て
流
派
の
如
何
を
問
わ
す
、
軍
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の
は
詩
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
最
近
で
は

英
國
の
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
門
下
の
詩
人
C
・
D
・
ル
イ
ス
の
言
葉
や
わ
が
國
の
詩
人
た
ち
の
言
葉
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

イ
ス
は
そ
の
著
〈
↓
口
国
勺
O
国
目
一
〇
昌
≦
♪
O
国
〉
に
お
い
て
、
最
近
五
十
年
そ
こ
そ
こ
の
間
に
イ
メ
ー
ジ
と
」
い
う
三
葉
は
神
秘
的
勢

力
を
も
つ
に
い
た
っ
た
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
新
即
物
圭
義
を
唱
え
る
村
野
四
郎
氏
は
「
今
日
の
詩
論
」
の
心
像

論
に
お
い
て
、
イ
メ
f
ジ
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
詩
の
肉
燈
で
あ
り
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
新
し
い
詩
の
魅
力
は

イ
メ
ー
ジ
の
型
態
の
魅
力
で
あ
っ
て
、
詩
の
美
學
的
進
歩
は
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
型
態
美
の
彊
見
に
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
イ
マ
ジ
ス
ト
は
勿
論
の
こ
と
、
他
の
詩
人
に
お
い
て
も
同
様
で
、
例
え
ば
小
野
十
三
黒
氏
も
現
代
詩
の
最
も
素
魚
な
特
徴

　
　
　
現
代
乱
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一



　
　
　
現
代
鮎
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

は
「
言
葉
の
音
響
よ
り
も
、
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
し
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
に
依
棲
…
し
て
い
る
黙
で
あ
る
、
」
（
現
代
詩
手
帖
、

一
一
買
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
は
氏
は
自
分
の
實
作
上
〈
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
〉
の
微
妙
な
方
法
・
過
程
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
（
ポ
エ
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
3
）

　
ル
イ
ス
に
よ
る
と
、
　
「
イ
メ
ー
ジ
が
詩
の
核
心
で
あ
り
、
詩
は
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
た
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

と
い
う
考
は
浪
漫
秘
義
蓮
動
か
ら
で
あ
る
」
よ
う
だ
が
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
こ
れ
．
が
新
精
瀞
と
し
て
革
新
的
意
味
を
も
つ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

イ
マ
ジ
ス
ム
運
動
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
擁
頭
と
と
も
に
飛
躍
的
成
果
を
示
し
た
。
わ
が
國
で
詩
の
イ
メ

ー
ジ
が
軍
隊
さ
れ
そ
の
新
し
い
．
方
法
が
，
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
あ
ら
わ
れ
と
し
．
て
自
畳
さ
れ
著
し
く
な
っ
た
の
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム
を
始
め
と
し
て
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
・
ノ
イ
エ
ザ
ッ
ハ
リ
ッ
カ
イ
ト
な
ど
の
詩
人
を
同
人
と
す
る
「
詩
と
詩
論
」
（
昭
和
3
）

の
前
後
か
ら
で
あ
る
。
北
川
冬
彦
氏
等
の
短
詩
躍
動
は
「
詩
と
詩
論
」
等
に
開
花
す
る
新
年
丈
詩
運
動
（
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　

へ
の
試
験
管
で
あ
っ
距
が
、
こ
の
爾
運
動
に
よ
つ
て
詩
の
イ
メ
ー
ジ
主
義
は
確
立
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
う
　
り

　
そ
れ
以
前
に
も
上
田
敏
が
象
徴
詩
人
マ
ラ
ル
メ
の
言
葉
I
l
－
物
象
を
静
観
し
て
、
こ
れ
が
喚
起
し
た
る
幻
想
の
裡
、
自
か
ら
心
象

の
飛
揚
す
る
時
は
歌
成
る
一
を
「
海
潮
音
」
に
引
用
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
下
っ
て
萩
原
朔
太
郎
は
、
情
緒
の
韻

律
的
表
現
の
立
場
か
ら
、
詩
は
一
種
の
メ
ロ
デ
ィ
を
も
つ
た
悪
善
で
あ
る
と
考
え
、
　
「
詩
の
心
像
と
音
樂
の
心
像
と
は
同
一
の
心
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
詩
は
「
感
情
の
意
味
を
表
象
す
る
、
情
象
の
藝
術
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
彼
の
詩
論
か
ら

は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
強
暴
の
音
樂
的
イ
メ
ー
ジ
と
、
詩
を
音
樂
の
隷
鵬
か
ら
解
放
し
よ
う
と
し
た
「
詩
と
詩
論
」

の
シ
ュ
ー
ル
レ
ァ
リ
ス
ト
た
ち
（
春
山
・
北
川
・
西
脇
・
安
西
．
北
園
照
照
）
の
造
型
的
（
絃
叢
的
・
立
方
的
）
イ
メ
ー
ジ
と
に
つ



　
　
　
　
　
　
　

い
て
の
評
論
は
皿
以
下
に
述
べ
よ
う
。
と
も
か
く
現
代
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
重
熟
し
、
か
つ
イ

　
　
　
　
　
　
（

メ
ー
ジ
圭
義
の
確
立
が
わ
が
國
で
は
「
詩
と
詩
論
」
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
ま
す
鰯
れ
て
お
き
た
い
。

　
註
（
1
）
　
O
げ
ρ
弓
」
層
肩
山
国
2
》
目
d
殉
国
O
閃
↓
鵠
胸
巴
≦
》
O
国
．
勺
・
ミ
●

　
　
（
2
）
冒
其
”
」
。
。
●

　
　
（
3
）
　
一
九
一
二
年
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
℃
o
①
鍵
く
誌
を
創
刊
し
て
主
張
し
、
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
難
が
滲
高
し
た
渠
國
の
新
詩
蓮
動
。

　
　
　
　
米
國
で
は
俳
句
に
組
臼
田
を
も
つ
た
エ
イ
ミ
ー
・
ロ
ウ
エ
ル
女
史
四
か
そ
の
指
導
熱
4
4
。
な
お
川
路
柳
虹
・
山
宮
允
爾
氏
の
紹
介
的
論
評
丙
か
正
九
年

　
　
　
　
「
現
代
詩
歌
」
第
二
號
に
出
た
が
當
時
わ
が
詩
壇
へ
の
直
接
の
影
響
は
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
　
（
川
路
氏
、
現
代
詩
の
イ
マ
ア
ジ
ュ
に
つ
い

　
　
　
　
て
、
昭
和
二
九
年
七
月
詩
學
第
二
號
二
七
頁
）
。

　
　
（
4
）
　
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
「
超
現
貴
主
義
官
…
言
」
に
嚢
端
し
た
佛
國
の
新
交
藝
運
動
。
そ
の
趣
意
は
人
聞
の
想
像
に
自
白
を
與
え
ね
ば
な

　
　
　
　
ら
ぬ
と
し
て
、
フ
ロ
イ
ド
學
説
を
重
書
し
た
。
　
「
、
一
言
」
は
北
川
氏
の
誰
が
「
詩
と
詩
論
」
に
載
っ
た
。

　
　
（
5
）
　
北
川
冬
彦
氏
、
新
散
文
詩
へ
の
道
（
詩
と
詩
論
3
號
、
昭
和
4
。
）

　
　
　
　
　
一
短
詩
蓮
動
は
、
來
る
べ
き
「
凝
散
文
詩
蓮
動
」
の
試
験
管
で
あ
っ
た
。

　
　
（
6
）
　
吐
耐
集
「
皆
掃
猫
」
（
大
正
皿
）
巻
末
く
自
…
由
詩
の
リ
ズ
ム
に
晶
肌
て
）
v
。

　
　
（
7
）
　
詩
鵡
齢
「
弛
討
の
原
謝
埋
」
（
昭
和
3
）
、
形
式
論
岬
麓
奮
二
出
皐
、
描
爲
と
情
雰
。

　
し
か
し
一
叢
イ
メ
ー
ジ
（
一
B
麟
ひ
自
Φ
1
1
佛
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
。
心
的
映
像
・
心
象
・
像
）
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
心
理
學
的
読
明
を
借
り

れ
ば
、
観
念
（
置
Φ
瀞
）
お
よ
び
概
念
（
o
o
ロ
8
甥
け
）
と
並
ん
で
過
去
の
維
験
の
心
的
代
表
の
一
つ
で
あ
る
が
、
分
り
易
く
い
え
ば
「
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
閉
じ
て
も
見
え
る
母
の
像
の
如
き
も
の
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
一
つ
の
心
的
現
象
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
り
　
　
し
　
　
う

こ
れ
を
現
象
學
的
心
理
學
に
よ
っ
て
考
え
る
實
存
圭
義
作
家
の
サ
ル
ト
ル
は
「
心
像
は
意
識
の
中
の
こ
と
が
ら
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
7
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

が
欝
血
を
、
－
現
存
し
な
い
封
象
を
捕
え
る
意
識
の
型
で
あ
る
し
と
い
う
事
實
を
圭
張
し
て
い
る
。
現
存
し
な
い
封
象
と
断
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ロ
ゴ
ン
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
へ
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ー
ジ
ェ
の
特
徴
が
封
象
物
の
「
不
在
性
・
室
帰
化
・
非

の
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
本
性
が
封
象
物
の
「
類
同
代
理
物
」
で
あ
り
、

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ア
ン
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

現
實
性
」
で
あ
る
と
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
根
糠
は
「
想
像
的
意
識
は
そ
の
封
象
物
を
室
無
と
し
て
措
定
す
る
」
と
い
う
考

に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヴ
か
ア
ロ
ル

　
な
訟
サ
ル
ト
ル
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
む
し
ろ
「
直
観
の
次
元
に
降
っ
て
き
た
減
弱
し
た
意
味
」
で
あ
り
、
　
「
感
情
性
と
識
知
と
の

　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
ー
ジ
ュ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
像
の
機
能
は
象
微
的
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
イ
メ
ー
ジ
の
特
質
を
考
え
る
に
あ
た

綜
合
」
で
あ
る
と
考
え
、

っ
て
傾
嘉
す
べ
き
読
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
（
心
像
）
は
「
馬
鐸
を
認
識
す
る
一
つ
の
壁
式
」
「
意
識
の
一
つ
の
型
」
で
あ
る
が
、
封
象

の
不
在
性
か
ら
い
っ
て
次
の
こ
と
は
一
匹
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
は
「
あ
る
封
象
の
心
像
を
み
る
の
で
な

　
　
も
　
し
　
も
　
も
　
セ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
い
　
ね
　
カ

＜
、
心
像
に
よ
っ
て
封
象
を
み
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
封
象
の
意
味
づ
け
が
生
す
る
。
こ
れ
で
大
髄
イ
メ

ー
ジ
と
は
何
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
註
（
1
）
　
矢
田
部
達
郎
博
士
、
心
理
學
初
歩
、
思
考
二
四
五
頁
。

　
　
（
2
）
ジ
ャ
ン
驕
。
・
フ
ィ
ル
ー
、
記
憶
（
い
諺
車
両
竃
9
勾
国
）
。
ク
セ
ジ
ュ
国
庫
（
池
田
数
好
氏
繹
）
二
四
買
。

　
　
（
3
）
　
サ
ル
ト
ル
、
想
像
力
の
闇
門
題
（
】
U
．
一
言
」
P
O
一
客
〉
一
二
国
．
H
㊤
心
O
）
）
、
第
一
部
四
　
二
胃
ハ
（
サ
ル
ト
ル
全
集
第
十
ム
一
巻
、
六
†
井
啓
之
氏
課
）
。

　
　
（
4
）
・
（
5
）
　
同
審
H
、
二
七
頁
。
　
　
　
　
（
6
）
　
同
書
、
二
三
五
買
。

　
　
（
7
）
　
同
書
、
二
五
買
。

　
　
（
8
）
　
同
書
、
六
一
頁
。
こ
れ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
像
と
は
意
味
の
充
質
（
国
江
口
＝
ロ
5
α
q
）
で
あ
る
と
い
う
考
に
封
ず
る
サ
ル
ト
ル
の
反
論
。



　
　
（
9
）
　
同
堂
目
、
　
一
三
九
買
Q
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
同
書
、
　
一
八
三
頁
。

　
　
（
1
1
）
フ
ィ
ル
ー
、
記
憶
、
一
三
五
買
。

　
そ
れ
で
は
詩
的
イ
メ
ー
ジ
（
O
o
o
誠
。
凶
B
餌
ひ
q
o
）
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
さ
ら
に
考
え
て
み
る
。
そ
れ
は
軍
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
セ
　
　
カ

な
く
、
書
字
通
り
詩
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
か
ら
、
詩
的
封
象
の
感
情
的
類
同
代
理
物
と
し
て
美
的
な
も
の
、
想
像
的
意
識
に
と
っ
て

そ
れ
は
黒
瀬
を
美
的
に
、
丈
學
的
に
認
識
す
る
一
つ
の
檬
式
・
型
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ル
イ
ス
は
前
述
の
詩
論
の
同
章
で
、
詩

的
イ
メ
ー
ジ
は
多
か
れ
少
か
れ
、
あ
る
程
度
比
喩
的
な
嘗
葉
の
中
、
の
感
激
的
絃
（
ω
①
ロ
ω
二
〇
葛
嘗
。
嘗
お
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
、
そ
の
感
畳
性
は
視
畳
を
中
心
に
他
の
諸
感
畳
を
複
合
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
詩
的
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ア
ン
テ
イ
ザ
シ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

メ
ー
ジ
は
サ
ル
ト
ル
流
に
い
え
ば
封
象
の
室
無
化
を
経
た
「
審
美
的
観
想
」
の
世
界
を
形
成
し
、
現
實
的
次
元
を
越
え
て
「
審
美

　
　
　
コ
　

的
次
元
」
を
構
成
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
註
（
－
）
・
（
2
）
　
相
心
像
力
の
闇
凹
題
、
粕
心
唐
保
的
生
命
、
一
二
七
二
畑
貝
。

　
さ
ら
に
参
考
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
と
イ
メ
」
ジ
を
生
み
出
す
想
像
力
（
一
B
畠
貯
陣
窪
。
ロ
）
と
の
關
係
に
つ
い
て
一
言
し
よ
う
。
言

葉
の
上
か
ら
い
っ
て
も
爾
…
者
の
密
接
な
關
係
が
推
定
で
き
る
が
、
心
理
二
者
フ
ィ
ル
ー
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
　
「
よ
り
廣
い
意
味
で

は
、
想
像
は
〈
心
像
を
磯
見
す
る
機
能
〉
、
〈
新
し
い
心
像
を
創
造
す
る
機
能
〉
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
再
生
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　

想
像
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
創
造
的
想
像
で
あ
る
」
と
。
想
像
の
創
造
力
を
認
め
、
記
憶
と
は
異
り
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
す
る

機
能
と
し
て
想
像
力
を
み
る
こ
と
は
藝
術
的
創
作
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
こ
と
で
あ
る
。
ナ
ル
ト
ル
の
考
も
こ
れ
に
反
す
る
も
の
で

は
な
い
。
序
に
英
國
の
詩
人
・
批
評
家
の
多
く
は
丈
學
的
創
造
に
想
像
力
を
重
心
す
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
。
　
た
と
え
ば
ウ
ォ
ル
タ

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

一
・
ペ
イ
タ
ー
も
そ
の
一
人
で
、
土
居
光
知
博
士
の
著
を
み
る
と
、
　
「
ペ
イ
タ
ー
の
用
み
た
想
像
の
意
義
は
與
へ
ら
れ
た
る
心
像
を

弄
び
、
　
こ
れ
を
装
飾
的
に
結
合
す
る
作
用
即
．
ち
室
想
か
ら
江
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
想
像
力
は
解
像
力
で
あ
り
、
創
造
力
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

リ
、
構
威
力
で
あ
る
」
と
あ
る
。
想
像
力
が
霊
像
力
で
あ
る
と
い
う
考
こ
そ
、
ま
さ
に
フ
ィ
ル
ー
や
サ
ル
ト
ル
の
言
葉
と
並
ん
で
、

詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
に
つ
い
て
語
る
と
き
の
極
め
て
有
力
な
群
言
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
註
（
－
）
　
記
憶
、
第
一
出
早
。
（
ク
セ
ジ
ュ
丈
盧
二
　
八
頁
）

　
　
（
2
）
　
山
久
墨
・
序
説
、
　
ペ
イ
タ
ー
の
批
評
・
王
義
、
一
二
七
一
卿
貝
。

皿

現
代
詩
の
イ
メ
ジ
ー

　
詩
的
イ
メ
ー
ジ
は
人
間
に
想
像
的
意
識
が
あ
り
、
そ
の
所
産
と
し
て
文
藝
・
詩
が
成
立
す
る
と
共
に
何
ら
か
の
程
度
で
表
現
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
諸
民
族
の
原
始
文
藝
以
來
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
國
に
お
い
て
も
、
和
歌
俳
詣
は
歌
學
や
俳
論
の
裏
づ
け
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

あ
い
ま
っ
て
猫
自
に
牛
ば
イ
メ
ー
ジ
の
文
藝
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
現
代
詩
に
入
っ
て
イ
メ
；
ジ
的

詩
法
が
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
や
は
り
近
代
駄
米
の
詩
法
の
影
響
で
、
た
と
え
ば
蒲
原
有
明
な
ど
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

象
徴
詩
の
詩
法
を
始
め
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
壁
中
に
お
こ
っ
た
前
衛
藝
術
の
流
入
を
へ
て
、
昭
和
初
頭
「
詩
と
詩
論
」
・
同
人
に

お
け
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
中
心
と
す
る
イ
マ
ジ
ス
ム
の
登
場
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
特
に
「
詩
と
詩
論
」
同
人
の
超
現
實
的

イ
メ
ー
ジ
は
現
代
詩
を
近
代
詩
か
ら
分
つ
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
工
区
と
し
て
特
筆
せ
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
こ
の
よ
う
に
現
代
詩
を
明

治
・
大
正
の
近
代
詩
か
ら
匠
書
す
る
革
新
の
主
因
に
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
に
歯
す
る
新
し
い
詩
的
意
識
・
詩
的
方
法
の
擾
頭
を
数
え
る



こ
と
は
今
日
す
で
に
常
識
で
あ
る
。
「
詩
と
詩
論
」
（
昭
利
3
）
同
人
た
ち
の
短
詩
や
新
散
文
詩
運
動
（
彼
ら
は
寄
客
の
好
情
詩
的
方
法

を
否
定
し
た
）
の
目
標
は
全
く
圭
知
的
思
考
に
基
づ
く
絡
叢
的
も
し
く
は
立
罷
的
、
あ
る
い
は
力
學
的
・
蓮
動
感
畳
的
等
の
諸
イ
メ

ー
ジ
を
超
自
然
的
に
造
型
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
質
的
に
野
情
詩
人
で
あ
る
三
好
達
治
氏
で
さ
え
、
そ
の
詩
の
新
鮮
味
は
明
晰
な

イ
メ
ー
ジ
の
造
型
に
照
す
る
圭
知
的
方
法
の
苦
心
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
後
掲
A
雪
・
鹿
V
な
ど
参
照
）
當
時
の

シ
ユ
1
ル
レ
ア
リ
ス
ト
や
イ
マ
ジ
ス
ト
た
ち
は
そ
れ
以
前
の
未
來
圭
義
や
立
驚
主
義
や
ダ
ダ
イ
ス
ム
な
ど
の
前
衛
藝
術
か
ら
さ
ら
に

表
現
の
自
由
の
領
域
を
撫
嘉
し
、
い
わ
ゆ
る
潜
在
意
識
の
深
み
に
ま
で
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
開
拓
し
構
築
し
た
．
。
　
一
九
一
二
年
・
バ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ッ
ト
・
モ
ン
ロ
ー
や
エ
ズ
ラ
バ
ウ
ソ
ド
な
ど
に
よ
っ
て
英
米
に
お
こ
っ
た
イ
マ
ジ
ス
ム
は
一
の
註
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
川
路
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

虹
・
山
宮
允
氏
等
の
紹
介
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
す
、
直
接
わ
が
詩
壇
へ
の
影
響
を
生
じ
な
か
っ
た
が
、
超
現
悪
霊
イ
メ
ー
ジ
を
重
ん

ず
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
流
入
と
と
も
に
わ
が
國
で
は
新
し
く
開
花
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
後
今
日
に
い
た
る
ま

で
、
イ
メ
ー
ジ
の
質
・
方
法
の
問
題
が
流
派
の
別
を
問
わ
す
現
代
詩
の
、
あ
ら
ゆ
る
詩
人
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
。

　
註
（
1
）
　
和
歌
・
俳
讃
の
具
象
性
は
元
來
イ
メ
ー
ジ
の
作
像
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ど
れ
か
の
名
歌
名
句
を
思
い
浮
べ
れ
ば
す
ぐ
分
る
。
ま
た

　
　
　
　
和
歌
十
艦
な
ど
の
鹿
瀬
、
或
は
俳
譜
の
さ
び
・
し
を
り
・
細
み
な
ど
の
理
念
竜
イ
メ
ジ
ー
の
情
緒
的
性
質
に
よ
る
名
目
と
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
さ
ら
に
定
家
が
秀
逸
の
和
歌
は
「
か
す
か
な
る
景
趣
た
ち
そ
ひ
て
、
面
影
た
㌢
な
ら
ず
」
（
毎
月
抄
）
　
と
蓮
べ
、
芭
蕉
が
「
風
情
胸
中
を
さ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
そ
ひ
て
物
の
ち
ら
め
く
や
風
雅
の
魔
．
心
な
る
べ
し
」
（
栖
去
年
弁
）
と
い
い
、
蕉
風
の
附
句
の
法
に
位
と
か
お
も
か
げ
（
去
來
抄
）
な
ど
と

　
　
　
　
い
う
の
も
み
な
明
か
に
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
古
れ
た
も
の
と
解
繹
で
き
る
。
な
お
風
雅
の
湖
湖
心
と
は
詩
的
エ
ス
プ
リ
も
し
く
は

　
　
　
詩
的
想
像
力
を
さ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
2
）
　
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
洋
学
・
交
感
（
o
o
凌
。
ω
や
。
昌
α
在
留
o
o
）
の
詩
的
認
識
や
感
受
の
法
、
も
し
く
は
彼
ら
の
音
樂
的
・
官
能
交
錯
的
作
像
法

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
　
　
を
さ
す
。

　
い
ま
明
治
大
正
の
詩
を
頭
に
お
き
つ
玉
、
次
に
掲
げ
る
現
代
詩
数
例
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る
な
ら
、
一
目
瞭
然
そ
の
詩
法
の
新
し

さ
が
感
得
さ
れ
よ
う
。
（
用
例
は
な
為
べ
く
短
い
も
の
に
よ
っ
た
。
）

　
　
　
　
春
　
　
（
安
西
冬
衛
　
詩
集
、
軍
艦
莱
莉
）

　
ω
　
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
擁
靱
海
峡
を
渡
っ
て
行
っ
た
。

　
　
　
　
馬
　
　
　
（
北
川
冬
彦
　
職
璽
）

　
㈹
　
軍
港
を
内
臓
し
て
み
る
。

　
　
　
　
雪
　
　
（
三
好
達
治
　
測
量
船
）

　
㈲
　
太
郎
を
眠
ら
せ
、
太
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り
つ
む
。

　
　
　
次
郎
を
眠
ら
せ
、
次
郎
の
屋
根
に
雪
ふ
り
つ
む
。

　
　
　
　
記
號
…
読
　
　
（
北
園
克
衛
白
の
ア
ル
バ
ム
）

ω
銀
色
立
盟
人
形

　
　
　
銀
色
立
盟
人
形

　
　
　
花
と
鏡

　
　
　
静
力
學

　
　
　
　
離
愁
　
　
（
丸
山
薫
　
帆
・
ラ
ン
プ
・
鴎
）



　
㈲
錨
の
耳
に
鴎
が
囁
い
て
ゐ
ゐ

　
　
　
不
意
に
1
言
葉
も
な
く
錨
が
、
迂
り
落
ち
る

　
　
　
驚
い
て
鴎
が
離
れ
る

　
　
　
瞬
間
　
錨
嫁
水
に
青
ざ
め
て
沈
ん
で
ゆ
く

　
　
　
鴎
の
胸
に
残
っ
た
思
ひ
が
哀
し
い
嗜
き
聲
に
な
っ
て
室
に
散
る

　
　
　
　
天
氣
　
　
（
西
脇
順
三
郎
　
》
目
げ
p
2
巴
冨
）

　
㈲
　
（
覆
さ
れ
た
寳
石
）
の
や
う
な
朝

　
　
　
何
人
か
戸
口
に
誰
か
と
さ
さ
や
く

　
　
　
そ
れ
は
紳
の
生
誕
の
日

こ
こ
に
は
明
治
的
・
大
正
的
な
詩
と
は
す
っ
か
り
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
新
鮮
さ
が
あ
り
、
知
的
椿
威
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
い
ま
こ

れ
ら
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
法
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
註
繹
を
加
え
る
と
、

ω
は
俳
句
に
似
て
い
る
が
そ
れ
と
憾
異
質
の
短
詩
で
、
塞
冷
な
北
海
の
波
の
上
を
春
の
象
徴
で
あ
る
蝶
が
一
匹
渡
っ
て
行
く
と
い
う

　
詩
的
思
考
、
イ
メ
ー
ジ
は
自
然
磯
生
的
な
幻
想
で
は
な
く
、
か
け
離
れ
た
二
つ
の
素
材
を
突
然
知
的
に
組
み
合
わ
し
再
構
成
し
た

　
審
美
的
世
界
で
あ
る
。
入
こ
の
よ
う
な
イ
メ
：
ジ
が
彼
の
謄
臆
を
刺
戟
し
た
の
は
彼
が
出
時
佳
ん
で
い
た
大
蓮
と
い
ろ
地
理
的
位

　
置
の
せ
い
で
あ
る
。
）
な
お
〈
縫
靱
海
峡
と
蝶
〉
と
い
う
詩
の
初
め
の
方
で
、
彼
が
「
内
部
源
平
の
世
界
」
と
い
っ
て
い
る
の
も

　
あ
き
ら
か
に
「
猫
自
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
世
界
」
（
北
川
氏
許
、
第
二
詩
の
話
七
買
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

ω
は
馬
の
内
臓
に
軍
港
の
構
造
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
造
型
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
知
的
に
分
析
さ
れ
再
構

　
威
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
。

㈲
は
山
村
深
夜
の
雪
の
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
が
、
同
語
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
印
象
を
深
め
て
い
る
が
、
そ
の
曲
想
も
構
成
も
極
め
て

　
理
知
的
に
分
析
さ
れ
計
算
さ
れ
て
い
る
。

ω
の
透
明
な
幾
何
學
的
イ
メ
ー
ジ
は
立
質
感
畳
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
構
成
的
手
法
に
よ
る
も
の
で
、
北
園
氏
の
特
徴
を
明
示
し
て

　
い
る
。

㈲
は
時
間
と
室
間
と
の
複
合
し
た
心
理
的
か
つ
存
在
論
的
な
イ
凶
ー
ジ
で
、
思
考
の
深
さ
が
微
妙
な
好
惰
的
意
味
の
深
ま
り
を
も
か

　
ら
し
て
い
る
が
、
各
行
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
後
の
行
の
情
緒
的
意
味
へ
統
一
さ
れ
、
昇
華
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
、
イ
メ
ー
ジ
の

　
展
開
の
心
理
的
理
知
的
方
法
の
結
果
で
あ
る
。

⑥
は
明
か
に
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
（
覆
さ
れ
た
名
石
）
の
や
う
な
朝
、
と
い
う
感
畳
（
硯
畳
）
的
イ
メ
ー
ジ
が
神
の
生
誕

　
の
日
と
い
う
思
考
と
突
然
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
美
を
生
み
出
す
、
イ
メ
ー
ジ
の
組
成
法
の
効
果
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
詩
の
共
通
性
を
考
え
る
と
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
た
く
思
考
を
圭
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
、
詩
の
方
法
が
極
め
て
主

知
的
で
あ
り
、
構
成
的
で
あ
り
、
こ
の
機
…
成
的
知
性
を
基
般
皿
と
し
て
創
造
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
ぞ
れ
心
理
的
も
し
く
は
感
畳
的

あ
る
い
は
造
型
的
明
晰
さ
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
イ
メ
ー
ジ
を
メ
カ
ニ
カ
ル
に
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
、
あ
る
い
は

絃
書
的
に
組
成
す
る
詩
人
ほ
ど
著
し
い
が
、
た
と
え
ば
三
好
・
丸
山
氏
な
ど
の
よ
う
に
好
情
を
生
命
と
す
る
詩
人
に
お
い
て
も
今
日

で
は
も
は
や
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
詩
上
の
要
件
で
も
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
「
詩
と
詩
論
」
の
理
論
的
代
表
だ
つ
た
春
山
行
夫
氏
が
ポ
エ
ジ
ー
の
圭
知
的
方
法
を
力
量
し
た
こ
と
は
か
っ
て
拙
著
に
も
書
い
た

が
、
そ
の
圭
張
の
根
底
は
次
の
一
行
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
ら

　
「
詩
の
本
質
と
い
う
意
味
の
詩
と
は
謂
わ
ば
詩
の
精
管
活
動
に
謝
す
る
圭
知
を
指
す
。
」
（
ポ
ェ
ジ
イ
と
ポ
ェ
ム
ー
詩
の
研
究
、
昭
和
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
北
川
冬
彦
氏
の
新
散
文
詩
に
お
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
提
唱
や
、
現
代
の
新
文
學
に
お
い
て
好
情
詩
の
影
が
稀
薄
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の
は
新
し
い
圭
知
的
丈
量
が
表
現
主
義
乙
鳥
の
感
情
を
抹
殺
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
笹
川
美
明
氏
の
論
な
ど
も
参
考
に
す
べ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
　

ま
た
特
に
西
脇
順
三
郎
や
北
園
克
衛
爾
氏
等
の
詩
論
の
な
か
に
は
そ
れ
ぞ
れ
知
性
的
立
論
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
プ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

タ
リ
ア
丈
學
の
側
に
お
い
て
も
、
表
現
の
監
置
．
明
瞭
。
正
確
．
力
學
性
．
合
理
性
．
合
目
的
性
の
探
求
が
論
か
れ
た
の
も
、
一
貫

し
て
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
磯
達
し
た
現
代
（
昭
和
初
頭
）
の
生
活
檬
式
に
鷹
じ
た
知
性
の
要
求
す
る
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
か
く
て
現
代

詩
に
お
い
て
知
性
は
そ
の
点
式
や
質
の
相
異
こ
そ
あ
れ
共
通
し
て
詩
の
坐
標
軸
を
形
作
る
に
い
た
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ

の
造
型
も
ま
た
圭
知
的
傾
向
を
補
い
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が
現
代
詩
勃
興
期
の
共
通
的
現
象
で
あ
り
、
今
日
に
も
な
お
ひ
き

つ
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
晋
樂
的
好
情
中
心
の
明
治
大
黒
血
と
異
質
的
に
一
線
を
書
す
る
現
代
詩
の
著
し
い
特
質
で
あ
る
。
（
な

お
職
後
の
詩
は
軍
に
知
性
と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
複
雑
な
詩
的
意
識
そ
の
も
の
が
、
集
電
主
義
・
批
會
圭
義
・
實
存
圭
義
な
ど
の
思

想
性
に
よ
っ
て
強
く
支
配
さ
れ
、
多
様
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
い
ま
述
べ
な
い
。
）

註
（
1
）
　
目
本
近
代
詩
研
究
、
　
一
〇
　
近
代
と
現
代
の
詩
論
二
五
四
買
。

　
（
2
）
　
新
散
文
詩
へ
の
道
1
0
・
1
6
。
（
詩
と
詩
論
第
3
號
、
昭
和
4
）

（
3
）
ノ
イ
ェ
・
ザ
ハ
リ
ヒ
カ
イ
ト
文
學
（
同
第
8
號
、
昭
和
5
）

　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
闘
開
す
る
一
考
察

一一



　
現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
關
す
る
一
考
察

（
4
）
　
超
現
實
主
義
詩
論
（
昭
和
6
）
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
文
學
（
昭
和
5
）
等
。

（
5
）
　
所
謂
イ
ミ
ヂ
リ
イ
と
イ
デ
オ
プ
ラ
ス
テ
イ
に
課
す
る
簡
軍
な
試
論
（
昭
和
6
）

（
6
）
　
藏
原
惟
人
、
薪
藝
術
形
式
の
探
究
へ
　
（
改
造
昭
和
4
）

三
二

　
西
脇
順
三
郎
氏
は
英
文
學
者
だ
け
に
そ
の
詩
論
の
中
で
屡
、
想
像
力
（
三
遍
鎖
ひ
q
一
昌
櫛
け
一
〇
コ
）
に
鰯
れ
つ
N
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

て
い
る
。
い
ま
前
章
の
布
術
と
し
て
〈
℃
幻
O
句
＞
Z
q
ω
V
か
ら
そ
の
要
黙
を
抜
粋
し
て
み
る
。

　
1
、
詩
は
一
B
鑑
ひ
亀
ぼ
暮
ざ
ロ
と
い
う
心
理
作
用
に
鵬
す
。
　
ベ
ー
コ
ン
以
前
は
「
想
像
」
は
詩
の
異
常
的
方
面
と
し
て
認
め
ら
れ
て

　
　
い
た
が
、
ベ
ー
コ
ン
は
こ
れ
も
詩
の
創
造
力
で
あ
る
と
認
め
た
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ヂ
で
も
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
で
も
マ
ッ
ク
ス
・
ジ

　
　
ャ
コ
ブ
で
も
認
め
て
い
る
。

　
2
、
「
想
像
す
る
」
こ
と
は
置
σ
Φ
ω
の
結
合
に
す
ぎ
な
い
。
U
彗
・
匂
。
げ
諺
。
ロ
が
く
日
。
欝
”
げ
鴇
。
。
帥
。
巴
唱
o
o
け
u
o
＞
を
評
し
た
「
出
來
る

　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
セ

　
　
だ
け
異
種
の
心
像
を
齪
暴
に
結
び
つ
け
た
も
の
」
で
、
所
謂
良
識
と
か
常
識
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
3
、
し
か
し
「
想
像
」
は
詩
そ
れ
自
身
で
な
い
。
た
だ
詩
を
作
る
方
法
で
あ
る
。
　
「
想
像
力
」
が
大
切
で
あ
る
と
い
ち
こ
と
は
詩

　
　
が
目
的
を
達
す
る
の
に
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
4
、
℃
δ
耳
。
閃
。
〈
①
a
矯
（
〉
コ
臼
ひ
し
d
民
Φ
8
昌
と
は
違
う
派
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
）
は
「
二
つ
の
現
實
の
關
係
が
遠
く
離
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ロ

　
　
れ
ば
は
な
れ
る
程
、
ま
た
そ
れ
が
不
均
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
の
心
像
の
力
が
強
く
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
し

　
5
、
詩
上
で
想
像
す
る
こ
と
は
室
想
と
か
夢
で
な
く
や
は
り
理
智
の
力
で
あ
る
。
詩
は
夢
で
な
い
。
発
然
有
意
義
の
心
像
の
連
結

　
　
で
あ
る
。
詩
は
O
ω
や
『
溶
で
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。



　
6
、
詩
の
正
統
な
形
式
は
一
旨
袋
。
㎝
q
貯
緯
δ
ロ
に
よ
り
現
實
を
一
旦
魂
の
吸
牧
に
適
す
る
様
に
攣
具
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
7
、
詩
的
魂
－
つ
ま
ら
な
い
現
實
に
擁
す
る
カ
ソ
シ
ャ
ク
…
①
日
。
寓
。
ロ
ー
は
理
性
を
輕
蔑
し
て
「
想
像
力
」
と
な
る
。
　
こ
の
想
像

　
　
に
よ
っ
て
つ
ま
ら
な
い
現
身
が
興
味
あ
る
現
實
と
な
る
。
現
實
に
封
ず
る
意
識
が
新
鮮
に
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
詩
の

　
　
目
的
で
あ
る
。

こ
れ
は
想
像
力
と
イ
メ
ー
ジ
を
重
ん
ず
る
氏
の
詩
の
目
的
論
の
要
旨
で
あ
る
が
、
更
に
詩
の
方
法
に
つ
い
て
も
同
書
で
述
べ
、
現
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
リ

ま
で
の
詩
的
攣
形
の
方
法
を
左
の
如
く
二
大
別
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
心
像
が
攣
激
す
る
重
な
形
態
に
ふ
れ
た
考
え
で
あ
る
。

　
1
、
入
聞
の
感
情
の
流
れ
に
調
和
す
る
形
態
を
と
る
。
（
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
イ
の
中
で
は
美
感
が
圭
な
も
の
。
）

　
2
、
入
闇
に
固
有
な
感
情
の
傾
向
に
調
和
せ
す
、
む
し
ろ
そ
の
調
和
を
破
ろ
う
と
す
る
蛇
形
方
法
。
そ
の
圭
な
二
分
類
l

　
　
a
、
人
間
の
常
識
及
び
論
理
と
し
て
有
す
る
意
識
の
習
慣
を
打
破
す
る
方
法
。
1
聯
想
と
し
て
最
も
遽
い
關
係
の
概
念
を
結
合

　
　
　
す
る
。
豫
期
せ
ざ
る
驚
き
を
與
え
る
法
。
（
ラ
ン
ボ
ー
や
ダ
ダ
イ
ス
ト
や
超
自
然
主
義
者
の
詩
）

　
　
b
、
入
間
の
傳
統
と
し
て
の
感
情
及
び
思
想
を
破
り
、
も
し
く
は
こ
れ
を
輕
蔑
し
、
皮
肉
に
批
制
す
る
方
法
。
（
ボ
ー
ド
レ
ー

　
　
　
ル
が
こ
の
代
表
で
、
ラ
ン
ボ
…
に
も
あ
る
。
）

ω
の
方
法
は
大
所
十
九
世
紀
ま
で
の
詩
法
、
②
の
方
法
は
二
十
世
紀
の
ダ
ダ
イ
ズ
ム
や
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
以
後
の
圭
な
詩
法
と

考
え
ら
れ
る
。

　
註
（
1
）
　
超
現
貴
主
義
詩
論
所
牧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
氏
は
ま
た
〈
詩
の
内
容
論
〉
に
お
い
て
、
「
詩
の
内
容
は
そ
の
詩
の
中
に
あ
る
一
B
9
。
σ
9
0
員
の
世
界
そ
れ
自
身
が
面
白
い
美
し
い
も

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
筆
薗
ひ
亀
①
量
の
種
類
を
大
別
す
れ
ば
絡
書
的
で
あ
る
も
の
と
、
音
樂
的
で
あ
る
も
の
が
あ
る
。
」
と
い
い
、

つ
い
で
、
「
直
接
に
原
始
的
に
感
零
し
た
一
B
鋤
ひ
亀
Φ
曼
を
畿
署
し
な
け
れ
ば
永
久
的
な
ド
ッ
シ
り
し
た
も
の
が
紫
斑
な
い
。
」
と
直
接

的
・
感
畳
的
一
ヨ
凶
m
q
o
昌
に
詩
の
美
を
磯
見
し
ょ
う
と
す
る
猫
自
の
心
象
美
馬
的
詩
論
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
註
（
1
）
詩
法
第
一
號
（
昭
和
9
・
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
な
お
こ
の
詩
論
以
前
に
も
北
園
克
衛
氏
は
「
所
謂
イ
ミ
ヂ
リ
イ
と
イ
デ
オ
プ
ラ
ス
テ
ィ
に
書
す
る
簡
軍
な
試
論
」
と
題
し
て
、
言

語
と
凶
日
帥
m
q
o
蔓
（
作
像
）
と
筍
Φ
o
覧
鋤
ω
蔓
（
慮
化
観
念
）
と
の
三
つ
を
詩
の
形
成
に
食
す
る
三
角
件
と
し
て
、
後
の
二
つ
の
關
係

に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
い
ま
そ
の
要
旨
を
二
鮎
に
約
め
る
と
、

　
1
、
漠
然
と
詩
の
効
果
と
呼
ぶ
も
の
は
幻
化
観
念
を
意
味
す
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
慮
化
観
念
は
音
像
の
結
果
に
依
存
す
る
も

　
　
の
。

　
2
、
作
像
の
諸
要
件
を
附
與
す
る
も
の
は
純
理
的
に
は
直
感
で
あ
り
、
こ
の
直
感
を
感
畳
的
に
材
質
化
し
結
合
す
る
も
の
は
詩
の

　
　
方
法
で
あ
る
。
從
っ
て
方
法
の
適
確
は
食
像
を
正
確
に
す
る
と
同
時
に
適
切
な
態
化
観
念
を
形
成
す
る
結
果
と
な
る
。

と
い
う
二
つ
の
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
観
念
・
思
考
を
イ
メ
ー
ジ
に
マ
ッ
チ
さ
せ
る
こ
と
を
重
ん
じ
、
し
か
も
そ
の
た
め
に
思
考
の

イ
メ
ー
ジ
を
形
作
る
方
法
の
適
確
さ
を
圭
張
し
た
論
と
思
わ
れ
る
。

　
爾
氏
の
論
を
み
て
も
こ
れ
ら
の
イ
マ
ジ
ス
ト
た
ち
が
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
方
法
を
詩
の
生
命
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

最
近
小
野
氏
が
「
私
は
こ
う
し
て
詩
を
作
る
皿
」
（
ポ
エ
ム
．
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
3
）
の
中
で
、
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ダ
ブ
ル
イ

メ
ー
ジ
の
方
法
を
即
い
て
い
る
の
は
ま
た
猫
脚
的
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
想
像
的
意
識
し
た
が
っ
て
創
造
的
詩
的
意
識
の
立
場
か



ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
イ
メ
；
ジ
と
そ
の
方
法
が
探
求
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
代
詩
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
し
　
　
う

　
な
お
前
記
西
脇
氏
の
詩
論
の
中
に
は
一
日
凶
ゆ
q
o
曼
の
種
類
を
墨
書
的
の
も
の
と
一
霞
樂
的
の
も
の
と
の
二
つ
に
大
別
し
て
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
は
心
理
劇
で
い
う
心
像
固
定
の
種
類
の
中
で
、
硯
畳
心
像
と
嘉
畳
心
像
と
が
よ
り
容
易
に
固
定
さ
れ
易
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
肯
け
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
参
考
と
し
つ
つ
猫
自
の
予
々
を
試
み
た
い
と
思
う
。
と
い
う
の
は
現
代
詩
に
お
い
て
は
し
か
く
イ
メ
ー

ジ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
方
法
・
質
・
様
式
の
如
何
が
探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詩
の
流
派
的
分
類
す
ら
可
能
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
し
か
し
こ
ム
で
は
大
聖
職
封
ま
で
の
現
代
詩
を
中
心
と
す
る
。
）

　
註
（
1
）
　
ハ
イ
ブ
ラ
ウ
の
緋
唄
水
（
昭
和
6
・
1
0
）
所
牧
。

　
　
（
2
）
　
フ
イ
ル
ー
、
記
憶
、
第
四
出
早
八
六
頁
。
（
ク
セ
ジ
ュ
丈
庫
）

皿

イ
メ
ー
ジ
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
詩
と
し
て
表
現
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
象
徴
的
機
能
と
喚
情
的
機
能
を
有
す
る
言
語
（
記
號
）
に
よ
る
思
考
（
観
念
．
思
想
）
と

情
緒
（
感
情
・
氣
分
）
と
の
複
合
罷
と
み
ら
れ
る
。
函
者
の
比
重
は
詩
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
し
か
も
こ
の
爾
者
は
互
に
他

の
因
と
な
り
他
を
喚
起
し
合
う
相
互
作
用
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
思
考
の
喚
情
性
と
、
情
緒
の
思
考
喚
起
と
で
あ
る
。
「
意
味
の
意
味
」

（
目
げ
O
］
≦
o
凶
巳
瞬
。
隔
］
≦
0
9
三
ロ
伽
q
）
の
著
者
オ
グ
デ
ン
と
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
「
詩
は
象
徴
的
機
能
と
同
色
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り

は
る
か
に
活
力
に
満
ち
た
一
種
攣
っ
た
機
能
（
註
、
喚
起
的
機
能
の
こ
と
）
を
も
っ
て
い
る
」
（
第
七
章
、
石
橋
幸
太
郎
氏
課
）
と
い
っ
て

い
る
。

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
註
（
1
）
　
オ
グ
デ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
共
著
「
意
味
の
意
味
」
第
七
章
一
八
一
買
等
。
（
石
橋
氏
澤
）

　
そ
し
て
そ
の
場
合
感
心
は
イ
メ
ー
ジ
の
具
象
化
に
入
り
こ
む
が
、
物
の
具
象
化
は
す
べ
て
事
物
闘
の
時
間
的
．
遠
聞
的
關
係
づ
け

定
位
づ
け
と
な
っ
て
現
れ
る
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
の
且
ハ
象
的
表
現
（
形
象
化
）
も
寄
手
時
間
的
も
し
く
は
室
間
的
な
形
式
性
を
帯
び
る

こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
、
イ
メ
ー
ジ
は
封
象
そ
の
も
の
か
ら
み
れ
ば
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
塞
無
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ロ
ゴ
ン

さ
れ
、
か
つ
言
語
の
記
號
性
（
音
聲
・
丈
字
）
を
通
し
て
類
同
代
理
物
と
し
て
象
徴
的
に
構
成
さ
れ
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
文
學
的
認
識
か
ら
い
克
ば
虚
構
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
時
間
的
・
室
聞
的
、
も
し
く
は
時
室
的
ア
ナ
ロ
ゴ
ン
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
種
類
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
種
々
の
立
場
か
ら
種
々
の
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
複
雑
化
を
さ

け
る
た
め
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
の
経
験
の
基
本
的
形
式
で
あ
る
時
間
と
室
聞
と
に
基
づ
い
て
考
え
る
。
そ
う
す
る
と
西
脇

氏
が
か
つ
て
一
生
”
ひ
q
o
『
矯
（
作
像
）
に
絡
書
的
な
も
の
と
語
意
的
な
も
の
と
の
二
種
を
あ
げ
ら
れ
た
根
擦
も
賢
明
で
き
る
し
、
筆
者

の
よ
う
に
さ
ら
に
こ
れ
に
わ
れ
わ
れ
の
精
神
機
能
（
情
意
及
び
知
的
機
能
）
を
按
排
し
た
、
左
の
よ
う
な
三
種
の
假
読
も
成
立
し
よ

う
。

　
ω
　
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
　
　
　
　
　
・
：
・
時
聞
的
．
昔
樂
的
・
好
情
的

②
造
型
的
・
メ
↓
｛
蝿
縫
…
蕎
的
．
思
考
的
・
圭
知
的

　
㈹
　
現
實
的
イ
メ
ー
ジ
　
　
　
　
　
・
：
・
時
劇
的
・
批
鋼
的
（
理
性
的
・
諏
刺
的
）
・
意
欲
的

　
も
ち
ろ
ん
構
成
的
知
性
は
前
述
の
通
り
こ
の
三
者
の
共
通
的
地
盤
で
あ
る
が
、
現
代
詩
の
イ
メ
r
ジ
を
分
類
す
る
な
ち
、
少
く

と
も
こ
の
三
つ
は
人
間
の
精
神
．
機
能
と
前
の
時
間
・
室
間
と
の
配
合
に
お
い
て
あ
ま
り
無
理
で
な
い
三
大
別
と
い
え
る
の
で
は
あ
る



ま
い
か
。
し
か
し
ω
は
音
樂
的
イ
メ
ー
ジ
も
し
く
は
好
情
的
イ
メ
ー
ジ
と
い
つ
・
て
も
よ
く
、
吻
は
A
・
B
二
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
具
禮
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
も
起
草
實
主
義
に
適
し
て
い
る
だ
け
に
時
と
す
る
と
思
考
の
遊
戯
や
藝
術
至
上
主
義
に
傾
き
易

い
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て
個
は
時
間
室
聞
の
よ
り
複
合
的
な
も
の
と
し
て
、
　
（
た
益
し
ω
．
働
が
各
時
間
．
室
間
の
一
方
だ
け
と
い
う

の
で
は
な
い
。
比
重
的
に
い
っ
て
時
間
的
、
も
し
く
は
室
闇
的
と
い
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
注
意
し
た
い
、
）
他
の
二
つ
よ

り
も
よ
り
現
實
的
で
あ
り
、
か
つ
理
性
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
批
制
的
で
あ
り
、
か
つ
意
欲
的
一
情
動
（
溝
｛
h
O
O
け
億
ω
）
的

も
し
く
は
情
念
（
b
薗
器
δ
昌
）
的
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
音
曲
的
H
批
制
的
イ
メ
ー
ジ
と
呼
ぶ
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な

い
。

　
幡
緒
的
（
音
樂
的
）
イ
メ
ー
ジ
が
前
述
複
合
要
素
の
中
の
情
緒
を
中
心
と
し
て
長
い
垂
統
を
有
す
る
野
情
詩
の
範
曉
に
あ
る
こ
と

は
明
か
で
あ
る
が
、
他
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
思
考
を
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
面
的
1
1
批
判
的
イ

メ
ー
ジ
が
理
性
（
理
性
的
思
考
－
思
想
）
を
主
と
し
て
意
欲
的
で
あ
る
に
卜
し
、
造
型
的
イ
メ
ー
ジ
は
文
字
通
り
思
考
（
造
型
美
學

的
）
を
圭
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
性
質
が
現
實
的
で
あ
り
、
人
生
的
傾
向
を
有
し
て
多
分
に
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
後
者
が
前
に
も
い
っ
た
よ
う
に
多
分
に
超
現
蟹
的
で
あ
り
、
人
生
的
傾
向
が
稀
薄
で
、
藝

術
至
上
圭
義
的
傾
向
が
彊
い
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
塗
型
的
イ
メ
ー
ジ
の
詩
が
拝
情
詩
の
否
定
と
し
て
現
代
詩
の
特
性
と
し
て
登
場

し
て
き
た
理
由
は
、
從
來
の
歌
い
あ
げ
る
詩
が
眼
と
心
で
讃
む
詩
へ
と
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
す
詩
を
音
画
の
隷
鵬
か
ら
解
放
し

て
硯
畳
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
散
丈
詩
の
出
現
は
ま
さ
に
音
（
耳
）
に
攣
．
る
硯
畳
（
眼
）
の
重
硯
を
も
た
ら
し
た
。
絡
書

に
出
益
す
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
詩
や
小
詮
に
流
れ
込
ん
だ
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
絃
書
彫
刻
と
並
ん
で
現
代
の
尖
端
藝
術

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
了
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

で
あ
る
映
書
の
與
え
た
影
響
も
大
き
か
ろ
う
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
現
實
的
1
1
批
制
的
イ
メ
ー
ジ
の
詩
は
そ
の
情
念
性
に
基
づ
い
て
、

音
樂
的
イ
メ
．
i
ジ
と
造
型
的
イ
メ
ー
ジ
の
交
錯
も
し
く
は
綜
合
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
前
に
時
室
的
と
い
っ
た
の
は
こ
の
綜
合
性
と

關
聾
す
る
。
ま
た
こ
れ
を
言
謡
手
函
（
音
聾
と
文
字
）
と
の
關
係
か
ら
い
え
ば
、
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
音
聲
的
機
能
を
磯
賭
す

る
に
樹
し
て
、
造
型
的
イ
メ
ー
ジ
は
丈
字
の
硯
畳
的
機
能
の
獲
揮
に
主
力
を
注
ぐ
も
の
で
あ
り
、
現
實
的
イ
メ
ー
ジ
は
そ
の
爾
者
の

有
機
的
機
能
の
歯
噛
を
意
圖
す
る
も
の
で
あ
る
。
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
が
感
傷
や
情
調
に
流
れ
易
く
、
造
型
的
イ
メ
ー
ジ
が
恥
曝
遊
離

に
傾
き
易
い
敏
陥
を
補
う
も
の
は
、
し
た
が
っ
て
適
度
に
理
性
的
で
あ
り
か
つ
詩
的
統
一
を
保
つ
た
劇
画
性
と
造
型
性
を
も
つ
と
こ

ろ
の
、
す
ぐ
れ
た
現
實
的
イ
メ
ー
ジ
に
立
つ
詩
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
詩
が
知
的
遊
戯
で
な
く
、
情
緒
的
耽
溺
で
も
な
く
、
高
い

人
生
の
課
題
解
決
と
い
う
眞
の
丈
磁
性
を
有
し
て
歴
皮
の
進
展
に
善
導
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
理
性
的
リ
ア
リ
ズ
ム

に
た
つ
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
に
向
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
そ
の
理
性
が
多
様
な
色
彩
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
て
い
る
の
が
現
代
の
姿

で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
詩
人
の
イ
メ
ー
ジ
造
型
の
多
様
性
と
猫
自
性
が
み
ら
れ
る
の
が
實
情
で
あ
る
。
現
況
的
”
批
劇
的
イ
メ
ー
ジ
は

思
想
の
喚
情
的
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
世
界
の
榴
弾
的
、
課
題
解
決
的
、
詩
的
認
識
を
威
立
さ
せ
る
も
の
で
、
最
も
人
生
的

で
あ
り
最
も
未
來
像
的
で
あ
る
意
義
を
有
す
る
。
（
序
な
が
ら
戦
後
現
代
詩
の
三
悪
的
イ
メ
ー
ジ
は
大
ま
か
に
就
會
圭
義
的
イ
メ
ー

ジ
と
實
存
圭
義
的
イ
メ
ー
ジ
に
分
ち
得
る
が
、
そ
の
眞
の
文
藝
的
便
値
は
結
局
右
の
よ
う
な
世
界
認
識
人
間
認
識
の
眞
實
性
と
、
詩

的
造
型
の
力
量
に
曝
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
力
量
は
詩
的
方
法
の
問
題
と
緊
密
に
關
係
し
て
い
る
。
）

　
と
こ
ろ
で
精
華
の
主
知
作
用
を
彊
塾
し
、
新
し
い
詩
的
美
の
創
造
を
意
聾
し
た
の
は
造
型
的
な
イ
マ
ジ
ス
ト
た
ち
に
多
い
。
幻
。
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

〈
o
a
く
が
「
影
像
は
エ
ス
プ
リ
の
純
粋
な
創
造
で
あ
る
」
と
い
い
、
春
山
氏
が
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
の
先
駆
と
な
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
幾



何
學
的
造
型
美
豪
者
で
あ
る
北
重
氏
が
訪
露
と
鷹
化
観
念
の
關
係
を
説
き
、
西
脇
氏
が
常
識
を
破
る
詩
的
思
考
の
興
味
（
デ
フ
ォ
ル

メ
や
か
け
離
れ
た
も
の
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
）
を
憂
く
な
ど
、
こ
れ
ら
は
み
な
思
考
の
圭
知
的
作
用
を
イ
メ
ー
ジ
創
造
の
不
可
訣
的

要
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
造
型
的
イ
マ
ジ
ス
ト
の
方
法
が
現
代
詩
の
攣
革
に
寄
滅
し
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
る
ま

い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
新
し
い
方
法
が
何
ら
か
の
程
度
で
、
好
情
派
や
現
實
派
の
詩
人
の
詩
法
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
事
實
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
三
好
氏
な
ど
は
彼
ら
の
影
響
示
唆
に
負
う
と
い
う
よ
り
も
、
彼
自
身
が
西
洋
の
詩
の
イ
マ
ジ
ス
ム
か

ら
示
唆
さ
れ
て
み
す
か
ら
開
拓
し
た
方
法
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
そ
こ
に
相
互
的
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
し
、

そ
の
後
の
新
人
た
ち
に
お
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
の
所
詮
を
顧
み
、
い
ま
假
り
に
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
關
係
を
一
覧
す
る
便
宜
の
た
め
、
次
頁
に
三
角
錐
を
も
つ
て
要
約
的
に

圖
示
し
て
み
る
。
こ
の
圖
は
イ
メ
ー
ジ
の
三
大
類
型
に
面
す
る
筆
者
の
一
つ
の
詩
重
婚
見
取
圖
と
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

分
法
は
偶
然
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
（
国
N
量
℃
O
ロ
巳
）
の
詩
的
美
の
三
種
類
（
一
・
寓
9
8
0
9
夢
寧
O
冨
コ
O
b
o
巴
9
。
血
漿
・
『
0
9
q
O
b
o
①
富
）

に
類
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
註
（
1
）
　
西
脇
順
三
郎
氏
、
勺
幻
O
男
》
Z
d
Q
D
の
註
1
4
。
（
村
野
・
木
下
十
二
編
署
、
現
代
の
詩
論
所
牧
）

　
　
（
2
）
　
跡
詩
論
〈
一
固
。
≦
け
。
男
。
国
α
〉
。
（
村
野
氏
、
A
「
目
【
の
詩
論
、
　
一
一
胃
貝
）

W
　
現
代
詩
の
流
派
と
イ
メ
ー
ジ

さ
て
今
日
、
現
代
詩
の
流
派
を
大
別
す
る
の
に
、
ω
好
情
派
、
②
知
性
（
圭
知
）
派
、
㈲
現
無
派
の
三
派
に
分
つ
の
が
通
例
の
よ

　
　
現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
闘
脚
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
九



現
代
詩
の
イ
メ
τ
ジ
に
關
す
る
一
考
察

四
〇
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理矢ロ餉思産

（
説

明
）三

角
形
A
B
C
を
形
作
る
各
底
邊
上
の
諸
貼
は
頂
灘
D

（
ポ
エ
ジ
ー
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
）
を
狙
っ
て
い
る
。
稜

線
A
D
・
B
D
・
C
D
は
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
典
型
を

示
す
。
中
線
E
D
・
F
D
・
G
D
は
そ
れ
ぞ
れ
左
右
二

つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
等
量
的
な
も
の
。

H
D
は
多
量
の
惰
緒
的
と
少
量
の
造
型
的
の
複
合
、
I

D
は
そ
の
逆
。
他
は
こ
れ
に
準
ず
る
。

垂
線
O
D
（
卿
目
9
ぴ
q
ぎ
㊤
銘
。
づ
）
を
中
核
と
し
て
こ
れ
ら

の
諸
州
型
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

A
D
・
B
D
・
C
D
を
中
軸
と
し
て
、
左
右
二
つ
の
厩

邊
の
二
中
黙
間
が
一
つ
の
イ
メ
丁
ジ
の
領
域
　
で
あ
る
。

例
え
ば
B
D
を
中
軸
と
し
て
、
E
D
F
8
間
が
造
型
的

イ
メ
ー
ジ
と
い
え
る
。



う
で
あ
る
が
、
（
職
後
の
諸
派
は
饗
し
ば
ら
く
お
く
が
、
そ
れ
も
基
本
的
に
は
こ
の
三
派
を
適
用
で
き
る
、
）
上
記
イ
メ
ー
ジ
の
三
種

の
分
類
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
三
派
の
分
類
基
準
と
一
致
す
る
。
ω
・
②
・
㈹
の
三
派
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
メ
ー
ジ
の
情
緒
的
（
好
情
的
）
・
造

型
的
（
思
考
的
）
・
現
心
的
唱
批
剰
的
（
理
性
的
・
意
志
的
）
の
三
つ
に
相
呈
す
る
。
現
代
詩
に
お
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
詩
の
翼
翼
で
あ

り
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
事
實
は
こ
の
黙
に
お
い
て
十
分
認
め
ら
れ
る
。
上
の
三
派
を
た
だ
漠
然
と
表
現
態
度
の
相
違

に
よ
る
匝
別
と
い
う
よ
り
も
、
イ
メ
ー
ジ
の
様
式
に
基
づ
く
と
み
る
方
が
よ
り
快
心
男
望
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
イ
メ
ー
ジ
は
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
哺
篇
の
詩
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の
一
つ
の
型
を
軍
純
明
瞭
に
あ
ら
わ
す
場
合
と
、
他
と
交
錯
複
合
し
て
複
雑
に
あ
ら

わ
れ
る
場
合
が
少
く
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
詩
篇
も
し
く
は
詩
人
の
流
派
的
分
類
に
際
し
て
簡
軍
に
決
め
ら
れ
ぬ

交
錯
型
が
み
ら
れ
る
の
も
そ
の
た
．
め
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
鮎
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
　
し
か
し
あ
ま
り
の
複
層
化
を
避
け
る
た
め

に
、
右
の
三
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
基
本
と
し
て
し
ば
ら
く
三
派
の
代
表
的
詩
入
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
の
要
鮎
に
鰯
れ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　

　
す
で
に
皿
に
お
い
て
六
人
置
現
代
詩
人
の
詩
を
か
か
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
法
に
思
す
る
註
を
つ
け
て
お
い
た
が
、
彼
ら
を
流
派
に

　
　
　
　
（

分
て
ば
、
三
野
・
丸
山
の
爾
人
は
温
情
派
、
西
脇
・
安
西
・
北
園
の
三
人
は
知
性
派
、
北
川
は
現
賢
派
の
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
詩
人
と

い
え
る
。

　
三
好
達
治
の
〈
雪
〉
は
イ
メ
ー
ジ
の
作
法
（
詩
の
機
構
）
は
明
か
に
圭
知
的
思
考
的
で
は
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
の
本
性
そ
の
も
の

は
元
來
情
緒
的
で
あ
り
、
詩
の
全
盟
性
は
圭
知
的
好
情
性
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
好
の
仔
情
性
は
同
じ
詩
集
「
測
量
船
」

の
中
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
好
情
的
な
〈
乳
母
車
〉
〈
甕
の
う
へ
〉
な
ど
を
見
れ
ば
は
っ
き
り
す
る
。

　
　
母
よ
一

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
闘
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察

淡
く
か
な
し
き
も
の
の
ふ
る
な
り

紫
陽
花
い
ろ
の
も
の
の
ふ
る
な
り

は
て
し
な
き
並
樹
の
か
げ
を

そ
う
そ
う
と
風
の
ふ
く
な
り

四
二

　
　
時
は
た
そ
が
れ

　
　
母
よ
　
私
の
乳
母
車
を
押
せ

　
　
泣
き
ぬ
れ
る
夕
陽
に
む
か
っ
て

　
　
鱗
λ
と
滑
私
の
筑
母
車
を
押
せ
　
　
（
下
略
）

　
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
た
詩
、
た
と
え
ば
〈
鹿
〉
（
南
密
集
）
に
お
い
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
は
極
め
て
圭
知
的
構
成
的
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
組
み
立
て
か
ら
詩
の
喚
情
的
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
、
や
は
り
圭
目
標
は
幽
遽
な
情
緒
の
表
現
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

る
。
i
「
そ
の
幽
々
の
感
じ
（
或
は
憧
憬
）
は
貧
し
い
病
院
の
窓
に
あ
っ
て
、
作
者
が
直
感
し
得
た
も
の
で
あ
る
」
。

　
註
（
1
）
　
私
は
こ
う
し
て
詩
を
作
る
（
ポ
エ
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
2
）
の
自
作
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
丸
山
薫
の
く
離
愁
V
は
前
述
虹
の
通
り
で
あ
る
が
、
最
後
の
一
行
が
そ
れ
に
先
立
つ
各
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
情
緒
的
に
統
一
決
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
彼
は
今
日
に
い
た
る
ま
で
イ
メ
ー
ジ
を
情
緒
に
仕
え
さ
せ
る
卑
情
詩
人
で
あ
る
。
好
情
派
の
詩
人
と
し
て

現
代
詩
の
父
と
も
い
え
る
萩
原
朔
太
郎
を
先
師
と
し
て
、
す
で
に
故
人
で
は
あ
る
が
中
原
中
也
・
立
原
道
造
・
伊
藤
静
雄
・
津
村
信



夫
等
を
、
ま
た
現
存
詩
人
と
し
て
草
野
心
不
・
田
中
冬
二
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
盲
目
の
秋
　
1
　
　
　
（
中
原
）

風
が
立
ち
、
浪
が
騒
ぎ
、

　
無
限
の
前
に
腕
を
振
る
。

　
　
か
ん

そ
の
閲
、
小
さ
な
紅
の
花
が
見
え
は
す
る
が
、

　
そ
れ
も
や
が
て
は
潰
れ
て
し
ま
ふ
。

　
　
わ
か
れ
る
書
に
　
　
　
（
立
原
）

ゆ
さ
ぶ
れ
青
い
梢
を

も
ぎ
と
れ
　
青
い
木
の
實
を

ひ
と
よ
　
書
は
と
ほ
く
澄
み
わ
た
る
の
で

私
の
か
へ
っ
て
行
く
故
里
が
　
ど
こ
か
に
と
ほ
く
あ
る
や
う
だ

こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
音
樂
的
リ
ズ
ム
を
も
つ
て
情
緒
的
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。

　
知
性
派
の
安
西
冬
衛
の
〈
春
〉
が
思
考
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
室
聞
面
罵
書
的
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

そ
の
他
彼
の
詩
は
情
緒
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
全
く
意
圖
し
な
い
。
あ
っ
て
も
そ
れ
は
吝
く
氷
結
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
詩

は
理
知
的
冷
性
と
機
智
の
産
物
で
あ
る
。
彼
は
現
在
も
散
文
詩
を
主
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
再
び
誕
生
日
に
　
（
詩
集
軍
艦
茱
莉
）

　
　
私
は
蝶
を
ビ
ン
で
壁
に
留
め
ま
し
た
一
も
う
動
け
な
い
。
幸
幅
も
こ
の
や
う
に
。

食
卓
に
は
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
家
畜
が
家
畜
の
形
を
。

堤
に
は
水
が
屡
の
恰
好
を
。

現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察

四
三



　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察

シ
ユ
ミ
ズ
の
中
に
彼
女
は
彼
女
の
美
し
さ
を
。

四
四

こ
の
詩
な
ど
は
詩
的
造
型
（
形
象
化
）
の
美
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
主
知
作
用
が
或
は
屡
々
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト

的
で
樽
酒
な
詩
的
美
・
興
味
は
あ
っ
て
も
、
人
聞
性
の
奥
底
ま
で
リ
ュ
ー
レ
ン
す
る
迫
眞
性
を
恥
く
き
ら
い
を
生
す
る
の
は
大
盤
こ

の
派
の
共
通
、
性
」
で
あ
る
。

　
北
園
克
衛
の
〈
記
號
読
〉
も
こ
の
よ
う
な
室
間
造
型
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
彼
は
特
に
立
盟
的
で
あ
り
、
ま
た
立
禮
の
抽
象
化

幾
何
學
的
黒
旗
化
等
の
新
美
學
を
イ
メ
ー
ジ
に
慮
即
し
て
い
る
。
な
お
音
戸
的
記
號
を
排
し
て
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
硬
質
記
號
を

使
用
す
る
ζ
と
も
彼
の
特
色
で
あ
る
。
（
詩
集
く
黒
災
V
な
ど
）

　
こ
の
二
人
に
封
し
て
西
脇
順
三
郎
は
少
し
違
う
。
彼
も
ま
た
漁
潤
な
情
緒
を
排
す
る
が
、
彼
の
詩
は
初
期
か
ら
必
ず
し
も
情
緒
が

皆
無
だ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
詩
集
「
あ
む
ば
る
わ
り
あ
」
に
は
新
し
い
古
代
黒
蟻
の
間
に
ふ
し
ぎ
に
耳
蝉
な
理
知
的
情
緒
が
流
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
詩
集
「
四
人
か
へ
ら
す
」
に
し
ろ
、
最
近
の
「
近
代
の
寓
話
」
に
し
ろ
同
檬
で
、
前
に
い
っ
た
混
合
型
（
情

緒
的
に
稚
近
づ
い
た
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
よ
う
。
彼
自
身
は
「
自
分
の
求
め
る
詩
は
言
語
の
美
、
リ
ズ
ム
の
美
を
あ
ま
り
つ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

な
い
、
・
：
・
絡
書
的
意
味
の
み
を
曝
し
て
、
好
情
的
意
味
鞭
ち
感
情
的
又
は
理
念
的
意
味
を
明
か
に
構
成
し
な
い
も
の
」
と
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
む
　
　
カ

い
る
が
、
r
そ
の
あ
ま
り
と
断
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
混
合
型
が
お
の
ず
か
ら
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
彼
の
詩
は
硯
畳

的
非
情
を
主
と
す
る
も
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
性
質
も
ま
た
そ
れ
を
特
徴
と
す
る
。

　
　
あ
の
大
理
石
の
産
地



　
　
カ
ル
モ
ヂ
ン
の
里
に

　
　
夏
を
過
し
た

　
　
ひ
ば
り
も
み
な
い
し
蛇
も
出
な
い

　
　
た
だ
い
び
つ
の
毒
李
の
藪
か
ら

　
　
太
陽
が
の
ぼ
り
曲
っ
て

　
　
ま
た
李
の
藪
に
沈
ん
で
行
く

　
　
時
々
少
年
は
小
川
の
流
れ
で

　
　
ド
ル
フ
ィ
ン
を
捉
へ
て
笑
っ
た
。
　
　
（
太
陽
、
あ
む
ば
る
わ
り
あ
）

こ
の
中
に
は
イ
メ
ー
ジ
の
デ
フ
ォ
ル
メ
と
非
情
性
が
支
配
的
で
あ
る
。

　
註
（
1
）
　
現
代
詩
講
座
第
一
巷
、
現
代
詩
の
意
義
。

　
覗
畳
的
造
型
一
蓮
鼻
下
の
言
為
的
イ
メ
ー
ジ
を
映
書
的
手
法
に
よ
っ
て
映
し
と
ろ
う
と
し
て
、
o
ヨ
曾
。
α
ヨ
Φ
の
幾
つ
か
（
ラ

グ
ビ
イ
・
百
貨
店
・
競
馬
な
ど
）
左
試
み
た
竹
中
郁
も
ま
た
知
性
派
に
入
れ
ら
れ
る
才
氣
の
詩
人
で
あ
る
。
彼
の
流
暢
な
機
智
は
瀟

酒
で
か
つ
心
理
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
紳
　
経
　
（晶

刻
W
　
静
収
の
貌
口
目
）

　
　
リ
　
ツ
　
ト

　
　
昇
降
機
で
屋
上
庭
園
へ
運
ば
れ
た
焔
快
は

　
　
自
分
自
身
が
信
用
で
き
な
い

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
闘
脚
す
る
一
考
察

僅ハ

ﾍ
あ
の
由
」
へ
腱
里
里
を
亡
心
れ
て
き
た

帽
子
と
一
緒
に

四
六

見
下
ろ
す
鋪
道
の
群
集
の
中
に

は
ん
と

眞
實
の
僕
が
帽
子
を
か
む
っ
て

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
る
の
か
も
知
れ
な
い

（
中
略
）

僕
に
は
こ
の
柵
を
越
え
て

街
路
へ
跳
び
下
り
る
よ
り
仕
方
な
い
の
だ

跳
び
下
り
よ
う
！

眞
實
の
僕
は
き
っ
と
あ
す
こ
を
歩
い
て
み
る

　
知
性
詩
の
一
代
表
で
あ
る
吉
田
一
掴
は
詩
作
と
詩
論
に
お
い
て
現
代
野
上
猫
自
の
一
角
を
占
有
し
て
い
る
。
彼
は
思
索
的
詩
人
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
り
、
　
「
自
ら
に
そ
の
存
在
根
源
を
問
ひ
、
否
定
に
於
て
、
無
に
明
か
な
一
個
の
意
識
像
を
つ
く
る
詩
人
」
と
し
て
自
認
し
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

現
と
は
「
我
れ
を
超
克
す
る
表
現
的
分
離
と
し
て
の
認
識
形
威
で
あ
り
、
純
粋
な
自
我
室
間
の
幾
何
學
℃
あ
る
」
と
信
じ
、
〈
時
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

室
・
意
〉
を
モ
メ
ン
ト
と
す
る
三
元
的
構
造
の
力
學
的
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
詩
法
を
登
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
自

我
系
宇
宙
と
し
て
時
室
的
造
型
性
を
幣
び
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
そ
の
詩
…
は
す
ぐ
れ
た
知
性
詩
で
あ
り
、
か
つ
情
緒
的
（
純
粋
感
情



的
）
で
あ
る
。

　
　
灯
を
消
す
、
燐
を
放
っ
て
夢
の
み
が
己
れ
を
支
へ
る
。

　
　
　
　
　
ぎ
わ

　
　
枯
芦
が
騒
め
い
て
み
る
。

　
　
も
う
冬
の
星
座
が
き
て
み
た
。
（
白
鳥
1
3
、
詩
集
未
來
者
）

　
註
（
1
・
2
・
3
）
　
詩
集
羅
旬
薔
薇
、
軸
。
（
現
代
日
本
詩
人
全
集
第
八
巻
）

　
現
實
派
の
一
方
の
旗
頭
で
あ
る
北
川
冬
彦
は
昭
和
初
頭
短
詩
及
び
新
散
丈
詩
を
唱
え
て
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
イ
マ
ジ
ス
ム
を
提
唱
實

零
し
海
が
、
後
に
コ
詩
と
詩
論
」
か
ら
「
詩
．
玉
笹
」
（
昭
和
5
）
に
分
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
思
想
的
立
場
は
早
く
か
ら
現
實
圭
義
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
り
、
今
日
で
は
新
現
實
圭
義
を
圭
怪
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
イ
メ
ー
ジ
の
質
は
そ
の
思
想
的
核
に
基
づ
い
て
現
實
的
・
理

性
的
i
誠
刺
的
．
批
判
的
で
あ
る
。
さ
き
の
短
詩
〈
馬
〉
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
な
造
型
的
思
考
の
イ
メ
ー
ジ
で
知
性
派
の
方
法
と
も
關

益
す
る
が
、
そ
の
内
質
の
エ
ス
プ
リ
は
現
實
の
祉
會
機
構
に
封
ず
る
あ
る
種
の
誠
量
的
批
制
性
（
軍
港
が
そ
の
暗
喩
的
象
徴
）
を
藏

し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
可
能
性
を
多
分
に
有
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
現
實
的
H
批
制
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
特
後
づ
け
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ク
フ
か
ア

る
。
詩
興
燈
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
つ
の
暗
喩
で
あ
り
、
詩
的
思
考
の
面
自
筆
を
申
心
と
し
て
同
時
に
右
の
よ
う
な
批
制
的
意
識
が
暗
に

は
た
ら
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
態
批
判
的
意
識
が
一
世
顯
著
に
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
に
は
た
ら
い
て
い
る
の
が
、
同

じ
詩
集
可
職
孚
」
中
の
〈
職
箏
〉
〈
壌
滅
の
鐵
道
〉
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
職
孚

　
　
義
眼
の
中
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
入
れ
て
貰
っ
た
と
て
、
何
に
な
ら
う
。
苔
の
生
え
た
肋
骨
に
勲
章
を
懸
け
た
と
て
、
そ
れ
が
何

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察

に
な
ら
う
。

四
八

腸
詰
を
ぶ
ら
下
げ
た
互
大
な
頭
を
粉
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
腸
詰
を
ぶ
ら
下
げ
た
互
大
な
歌
は
画
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
そ
の
骨
次
を
掌
の
上
で
タ
ン
ポ
ポ
の
や
う
に
吹
き
飛
ば
す
の
は
、
い
つ
の
日
で
あ
ら
う
。

　
註
（
1
）
　
現
代
詩
の
歩
み
、
現
貴
主
義
。

　
戦
前
か
ら
現
在
に
か
け
て
稀
な
抵
抗
詩
を
書
き
つ
づ
け
て
き
た
金
子
光
晴
（
特
に
そ
の
詩
集
鮫
．
鬼
の
児
の
唄
な
ど
）
、
短
歌
的

拝
情
を
否
定
し
リ
ズ
ム
は
批
評
で
あ
る
と
主
張
す
る
詩
論
と
詩
作
を
敢
行
す
る
小
野
十
三
郎
、
す
で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
詩
人
と

し
て
有
名
な
中
野
重
治
等
は
現
實
批
判
の
理
性
と
意
志
と
に
お
い
て
や
は
り
同
じ
く
面
謝
派
の
中
に
包
含
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
イ

メ
ー
ジ
も
批
判
的
性
格
を
有
し
、
資
本
定
義
的
・
封
建
的
・
反
民
圭
的
現
實
に
賦
し
て
誠
刺
と
否
定
、
さ
ら
に
は
抵
抗
と
革
命
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
中
野
な
ど
は
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
野
狸
寝
と
し
て
、
好
情
の
質
の
違
い
を
意
識
し
て
好
情
派
の
中
で
匿
寄
し
て
い
い

か
も
し
れ
ぬ
が
、
そ
の
圭
盤
的
情
意
お
よ
び
理
性
の
質
が
現
解
毒
制
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
や
は
り
胸
筋
紅
中
の
輔
入
と

し
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
は
金
子
や
小
野
に
お
い
て
も
同
様
で
、
他
の
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
の
手
法
が
複
合
し
て
い
る
。
し
か
し
圭
軸

を
求
め
れ
ば
現
實
的
”
批
制
的
イ
メ
ー
ジ
の
線
上
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
派
は
民
圭
的
抵
抗
詩
人
を
中
心
と
し
て

新
現
實
主
義
．
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
も
し
く
は
暴
富
圭
義
リ
ア
リ
ズ
ム
を
奉
ず
る
人
汝
を
廣
く
含
む
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
お
っ
と
せ
い
（
詩
集
鮫
）



そ
の
い
き
の
臭
え
こ
と
。

く
ち
か
ら
む
ん
と
蒸
れ
る
。

そ
の
せ
」
な
が
ぬ
れ
、
て
、
は
か
穴
の
ふ
ち
の
や
う
に
ぬ
ら
ね
ら
し
て
る
こ
と
。

ニ
ヒ
ル

虚
無
を
お
ぼ
え
る
ほ
ど
い
や
ら
し
い
。

お
玉
、
憂
愁
よ
。

そ
の
か
ら
だ
の
土
嚢
の
や
う
な

つ
づ
ぐ
ろ
い
お
も
さ
。
か
っ
た
る
さ
。

（
中
略
）

鼻
先
が
あ
を
く
な
る
ほ
ど
な
ま
ぐ
さ
い
、
や
つ
ら
の
群
集
に
お
さ
れ
つ
つ
、

お
い
ら
は
、
反
封
の
方
角
を
器
も
つ
て
み
た
。

や
つ
ら
が
む
ら
が
る
雲
の
や
う
に
横
行
し

も
み
あ
ふ
街
が
、
溢
い
ら
に
は
、

　
　
　
　
　
フ
イ
ル
ム

ふ
る
ぼ
け
た
映
叢
．
で
み
る

ア
ラ
ス
ガ
の
や
う
．
に
淋
し
か
っ
た
㎏

　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
円
考
察

い
つ
も
、

四
九



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
艦
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
實
に
金
子
の
想
像
に
は
日
本
詩
人
に
珍
ら
し
い
粘
識
力
が
あ
り
、
封
象
の
追
求
に
も
ね
ば
り
が
あ
り
、
封
象
の
巧
み
な
暗
喩
化
に

よ
る
批
判
的
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

　
中
野
の
マ
ク
ス
圭
義
の
鐵
の
よ
う
な
革
命
的
詩
風
が
次
の
詩
、

　
　
お
前
は
歌
ふ
な

　
　
お
前
は
赤
ま
ま
の
花
や
と
ん
ぼ
の
羽
根
紀
歌
ふ
な

　
　
風
の
さ
さ
や
き
や
女
の
髪
の
毛
の
匂
ひ
を
歌
ふ
な

　
　
す
べ
て
の
ひ
よ
わ
な
も
の

　
　
す
べ
て
の
う
そ
う
そ
し
た
も
の

　
　
す
べ
て
の
物
憂
げ
な
も
の
を
擾
き
去
れ

　
　
す
べ
て
の
風
情
を
按
斥
せ
よ

　
　
も
っ
ぱ
ら
正
直
の
と
こ
ろ
を

　
　
腹
の
足
し
に
な
る
と
こ
ろ
を

　
　
胸
先
き
を
突
き
上
げ
て
來
る
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
を
歌
へ
（
下
略
）

に
よ
っ
て
確
立
し
た
こ
と
は
現
代
詩
を
語
る
も
の
の
誰
し
も
が
知
り
つ
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
の
詩
に
よ
っ
て

小
市
民
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
チ
ヤ
の
精
神
的
弱
黙
を
清
算
し
、
み
す
か
ら
に
嚴
し
く
マ
ル
キ
ス
ト
と
し
て
の
自
己
攣
革
を
課
し
た
の
で

あ
み
。
こ
の
詩
に
否
定
さ
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
鳳
そ
う
し
た
彼
の
決
意
の
産
物
で
あ
る
。



　
ま
た
小
野
が
今
日
職
場
詩
人
の
詩
作
の
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
の
詩
人
た
ち
は
必
ず
し
も
コ
ム
ミ
ュ
ニ
ス
ト

で
な
く
て
も
、
肚
會
参
加
の
強
い
意
識
に
満
…
た
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
意
識
は
必
然
に
彼
ら
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
砒
會
的

な
も
の
、
し
た
が
っ
て
糧
食
的
匿
批
判
的
な
も
の
た
ら
し
め
す
に
は
お
か
な
い
。
こ
こ
で
は
イ
メ
ー
ジ
造
型
の
方
法
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
圭
題
に
向
っ
て
進
む
イ
メ
ー
ジ
の
杜
會
的
質
そ
の
も
の
が
問
題
で
あ
る
Q

　
　
い
っ
か

　
　
地
雫
に
は

　
　
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
光
源
の
よ
う
な

　
　
美
し
い
眞
黄
な
太
陽
が
照
る
。
（
葺
の
地
方
、
四
　
詩
集
大
阪
）

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
始
ま
る
詩
に
つ
い
て
、
小
野
自
身
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
記
憶
の
底
か
ら
浮
び
上
っ
て
き
て
、
　
「
圭
題
か
ら
帥
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ゆ

す
離
れ
な
い
形
で
、
一
つ
の
方
向
に
き
り
も
み
に
な
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
」
の
造
型
の
方
法
を
読
明
し
て
い
る
が
、

こ
の
詩
の
意
味
丈
藝
的
便
値
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
の
方
法
に
支
え
ら
れ
て
、
「
本
來
人
類
の
爾
祉
に
春
里
す
べ

き
重
工
業
の
磯
展
と
、
そ
れ
の
現
實
の
姿
の
封
比
を
、
近
づ
い
て
く
る
職
争
の
危
機
の
豫
感
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
」
職
争
反

封
の
圭
題
（
世
界
認
識
）
が
一
篇
の
詩
に
形
象
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
こ
に
イ
メ
ー
ジ
は
丁
寧
的
琴
弾
剃
的
意
味
・
質
を
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
シ

な
う
象
徴
性
を
お
び
て
く
る
。
そ
れ
が
こ
の
詩
の
特
徴
で
あ
る
。
現
代
詩
人
の
一
人
谷
川
俊
太
郎
も
「
詩
を
つ
く
る
こ
と
に
は
、
杜

ア
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ペ
ミ
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

會
的
な
意
味
が
あ
る
と
同
時
に
、
宇
宙
的
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
い
」
と
い
っ
て
、
詩
人
の
情
熱
と
モ
ラ
ル
を
強
調
し
て
い
る
が
、

そ
の
駐
會
的
意
味
は
現
實
的
H
批
制
的
意
味
に
通
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
字
宙
的
意
味
の
詩
的
探
究
は
肚
會
的
實
存
を
さ
ら

　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

に
宇
宙
的
損
大
に
み
ち
び
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
詩
、
の
枯
痩
化
を
救
い
、
よ
り
豊
潤
な
實
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の

意
味
か
ら
人
間
性
を
土
台
と
し
た
外
土
的
現
實
性
と
宇
宙
性
と
の
結
合
に
よ
る
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
創
造
は
今
日
大
い
に
期
待
す
べ
き

詩
的
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
職
後
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
に
ゆ
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
要
す
る
に
詩
は
、
そ
し
て
詩
的
イ
メ
r
ジ
は
こ
れ

を
創
造
し
創
像
す
る
詩
人
そ
の
人
の
人
間
性
に
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
三
つ
の
種
類
．
質
そ
し
て
そ
の
あ
ら
ゆ
る
ニ

ュ
ア
ン
ス
も
ま
た
結
局
、
十
把
一
か
ら
げ
の
い
い
方
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
詩
入
の
人
間
性
に
裏
づ
け
ら
れ
た
想
像
力
お
よ
び
丈
學

的
認
識
と
そ
の
方
法
の
如
何
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
註
（
－
）
　
ポ
エ
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
3
、
　
一
三
二
頁
。

　
　
（
2
）
　
ポ
エ
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
2
、
詩
人
と
コ
ス
モ
ス
、
七
八
質
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桝
九
五
五
・
一
〇
・
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
學
敏
授
　
國
文
學
）


